〔教育をめぐる随想〕「自己の形成史」ノート（1）―「自己の価値意識形成史」から道徳教育を考える― by 押谷 由夫
はじめに
今の私はどのようにして形成されたのか。教育を
考えるにあたり，まず求められるのは，自己の形成
史を探ってみることです。人間は，自分を離れて，
考えたり行動したりすることはできません。常に，
自分とのかかわりにおいて，考えたり行動したりし
ます。自己の形成史を探ってみることによって，自
分の生きる姿勢や考え方の根本にあるものが見えて
きます。それは，自らの教育観の根底にあるものと
言えます。自己の形成史と対話しながら，教育の本
質や今日的課題に対応する教育，一人一人の子ども
たちの実態に応じた教育などを考える過程で，自ら
の教育観を発展させ，教育的実践力と自己を高めて
いくことができます。
私は，大学院の道徳教育の授業で，必ず，自己の
価値意識形成史について発表してもらいます。その
ことによって，今自分がしようとしている研究の位
置づけと方向性が見えてくるからです。今の自分は，
過去の歴史を背負っており，未来の自分は，今の延
長で拓かれていきます。自己の価値形成史を起点と
して，今の自分の関心をとらえ直すと，何を，どの
ように研究していけばよいのかが，より鮮明に見え
てきます。
では，私たちは，どのようにして価値意識を身に
つけたのでしょう。価値意識が関係していると思え
る事柄が，次々と思い浮かぶはずです。それが私た
ちの価値意識の形成に大きな影響を与えていると言
えます。
なぜなら，道徳的価値は心を動かす大本だからで
す。心が動かされたからこそ，心に残っているので
す。そこを深く見つめれば，今につながる価値意識
を探っていくことができます。それらをつなげてい
くことで，自己の価値意識形成史の骨格を明らかに
することができます。
それは，私自身における道徳教育であるというこ
とができます。そこから道徳教育とは何かを考える
と，より主体的なとらえ方ができます。そして，そ
の視点から，現在の学校における道徳教育をとらえ
直すとき，より主体的に理解することができます。
本稿では，「私」自身の価値意識形成過程を探る
ことから，このことを実証的実感的に明らかにし
ていきたいと思います。
1 乳幼児期と「私」
（1） 家庭環境
「私」は，昭和27年の3月に，滋賀県長浜市で生
まれました。3000gの元気な赤ん坊であったよう
です。「私」には，3歳上（学年は2年違います）の
姉がいます。長男が生まれたということで，家族は
ことのほか喜んだようです。
家は，普通の農家です。両親と祖父母が同居して
おり，両親は働き者で，子守は祖父母の役割でした。
幼いころの思い出としては，祖母のひざの上に乗っ
かって一緒に火鉢にあたってを焼いている姿など
が浮かんできます。祖父には，同じようにひざの上
で浄瑠璃を教えてもらっていたことが思い出されま
す（若いころ浄瑠璃を教えていたようです）。
そして，祖母や祖父の手の皺をつまんでいたこと
が強く記憶に残っています。祖母は小学一年生のと
きに亡くなったのですが，手の様子は鮮明に覚えて
います。後年，父の手の皺が祖母とあまりにも似て
おり，びっくりしたことでした。
両親は，ともにきょうだいが多く，父は5人きょ
うだいの長男，母は7人きょうだいの長女です。父
母との幼児期の思い出は，多くがおじおばの家や
母親の実家に連れて行ってもらったときのことと重
なります。まつりなどには，祖父のきょうだいも含
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めて多くのおじおば等が家に来てにぎやかだった
のを覚えています。
（2） 幼稚園での思い出
幼稚園には，1年間お世話になりました。長浜市
立北郷里幼稚園です。鮮明に覚えているのは，副園
長先生と担任の先生です。借りてきた猫のようにお
となしい園児でした。姉と近所のお姉さんに連れて
行ってもらいました。副園長先生が大きな声で，て
きぱき指導される姿を，憧れをもって見ていたのを
覚えています。まったく新しいタイプの大人に出会
い，印象が強烈だったのだと思います。ブランコか
ら滑り落ち，水溜りでお尻がぬれてしまったとき，
飛んできて対応していただいたのがいまだに忘れら
れません。
担任の先生は小島先生でした。若くてやさしい先
生です。一番印象に残っているのは，「私」の家か
ら帰られる先生の後姿です。実は，5月ごろ，おた
ふく風邪にかかり，しばらく休みました。その後い
わゆる登園拒否になり，先生が心配して家に来てく
ださったのです。お会いしていたときのことは覚え
ていないのですが，先生の後姿を，小屋の窓から，
隠れて見ていたのはよく覚えています。ほっとした
気持ちと，先生に悪いなという気持ちがあったよう
に思います。
また，母親の里に法事か何かで連れて行ってもら
ったときに，小島先生とお会いしました。そのとき
も，にこにこしながら「よしおちゃんはいつもおり
こうさんですよ」といったようなことを言ってもら
って大変うれしい思いをしました。親戚ではなかっ
たのですが，いつも気にかけてくださったのを覚え
ています。
まだまだ思い出されますが，とくに印象に残って
いるできごとを，ピックアップすればよいのです。
（3） 乳幼児期の体験が今の「私」にどのように
影響しているか
これらの体験は，今の「私」の人間形成にどのよ
うな影響を与えているでしょうか。もちろん，その
後の体験が積み重なって今の「私」ができているの
ですが，2つほど挙げてみます。
一つは，おとなしい性格の形成です。両親の乳児
期の「私」への対応は，おとなしくしているように，
ということが基本であったようです。静かなところ
に寝かせて，起きてくるまでじっと見守っている。
そして，歩けるようになってからは，祖父母のひざ
の上が定位置だったようです。大事に大事に育てて
もらいました。乳幼児期におけるこのような体験は，
自分の性格の根底をつくっているように思います。
二つは，人間関係の基礎的な意識の形成です。も
のごころがつく前から，いろんな人々に声をかけて
いただき，抱かれたりする体験は，やはり心に残っ
ています。また，ものごころがついてからは，いろ
んな人々にお世話になったという意識が強くありま
す。それはいつも母親が，「なかようしてあげてな」
とか「たすけたってな」（ふるさとの方言です）とか
言って，特に年上の人とのかかわりをもたせてくれ
たことが影響しているように思います。さらに周り
の大人からも困っているときや気まずい思いをして
いるときに，よく声をかけてもらったり，助けても
らったりしたことも影響しています。
乳幼児期の思い出としては，どのようなこと（遊
びなど）をしていたかというより，どのような人と，
どのようなかかわりをしていたか（とくに感情面で
の意識）が強いです。乳幼児期に性格形成と人間関
係の基礎を形成することが実感できます。
2 小学校低学年期と「私」
（1） 小学校に入学したころ
小学校は，幼稚園の隣にある長浜市立北郷里小学
校でした。小学校に入学したときのことは，あまり
記憶にありません。ランドセルを買ってもらったこ
と，制服を着て新鮮な気持ちで学校に行ったことは，
思い出されます。今考えると，小学校に入学したと
きは，喜びよりも不安のほうが大きかったようです。
母親が用意してくれた服や帽子を母親に着せてもら
う。父親や祖父母は，にこにこしながら「立派にな
ったねー」などとほめてくれます。しかし自分とし
ては，なんだかわからない。母親に連れられて，母
親の陰に隠れて，きわめて受身的に入学式を迎えた
ように思います。
（2） 川井澄子先生の思い出
このような傾向は，ほぼ2年間続きました。一，
二年の担任の先生は，川井澄子先生でした。先生の
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ことは，特によく覚えています。ことのほか，かわ
いがってくださいました。いつも笑顔で声をかけて
くださるのですが，自分から話しかけていったこと
はほとんどなかったように思います（そのように話
しかける友だちをうらやましく見ていました）。親から
言われている先生に対する姿勢（先生が話されること
は，きちんとして聞くこと，先生の前ではしっかりして
いること）と，やはり早生まれというのが大きく影
響していたように思います。心の中では，先生に対
して「もう一人のお母さん」のような意識をもって
いました。
川井先生との思い出は，次の3つのことがすぐに
思い出されます。
一つは，市の書写コンクールに出す作品を放課後
に残って書いていたときです。先生から「コンクー
ルに出すから残って作品を書いてください」と言わ
れたのですが，そのこと自体を大変うれしく思いま
した。そして，「よしおさんは，字がうまいのよ」
と，「私」が書いている字を見ながらにこにこして，
隣のクラスの先生と話されていました。緊張しつつ，
ものすごくうれしい気分になったのを覚えています。
本当は，字はうまくなかったのですが，自信をもた
せてやろうとする，先生のお心遣いだったように思
います。
二つは，祖母が亡くなったときです。一年生のと
きの冬休み中（1月3日）に突然祖母が亡くなりま
した。学校が始まって，廊下の掃除をしていると，
先生がほうきを持って近づいて来られ，「おばあさ
んが亡くなられてさみしいね」とやさしく声をかけ
てくださいました。そのときは，まだ死というのが
あまりよくわからなかったのですが，先生は「私」
のことをいつも思っていてくださるのだなという思
いを強くもちました。
三つは，一年生の通知表の記述です。「よしおさ
んは，お人形さんのようですね」と書かれていまし
た。そのことを祖父が大変喜び，いつも話してくれ
ました。おそらく川井先生は，おとなしくちょこん
としている「私」を見ていて，思わず書いてしまわ
れたのだと思います。祖父は，おとなしくし先生の
話をよく聞いている姿を思い描いて喜んでいたよう
です。
なお，後日談ですが，川井先生は，私たちの担任
を終えられると退職されました。脳の病気だとお聞
きしました。その後ずっと年賀状を出しており，先
生からも言葉を添えた賀状をいただいていました。
しかし，お会いすることはありませんでした。高
校のときに先生の家の前を通ったことが何度かあり
ました。先生らしい姿を拝見することもあったので
すが，どきどきしながら通り過ぎてしまいました。
それは，子ども心に先生は脳の病気をされており，
「私」のことを忘れておられるかもしれないという
強い不安があったからです。先生のお宅のそばを通
るだけで，私は先生に対する感謝の気持ちを高める
だけでなく，先生のためにも頑張らなければいけな
いという思いを強くもつことができました。
10年近く前ですが，お孫さんからお葉書をいた
だきました。「おばあさんは亡くなりました」とい
う内容でした。ぜひお参りしたいと思いました。夏
休みに実家に帰ったときに，思い切って先生のお宅
にお伺いし，仏前にお参りをさせていただきました。
お子様ご夫妻が迎えてくださり，生前よく「私」の
ことをお話しされていたとお聞きしました。仏前に
掲げられていた写真を拝見すると，「私」がずっと
記憶していた当時の川井先生そのままのお顔でした。
改めて先生に感謝し，心の中で会話をさせていた
だいた次第です。そのことは現在も続いています。
（3） 小学校低学年の体験が今の「私」にどのよう
に影響しているか
このように小学校低学年の「私」を振り返ると，
一にも二にも，先生との思い出です。小学校に入学
することの意味を子どもなりに理解しています。そ
れは，親の対応等から感じ取ります。しかし，その
ことが，不安を募らせます。
おそらく，一年を担任される先生は，新入生に対
して，学校に慣れるためのいろんな取り組みをされ
ます。それは大変重要なことですが，子どもにとっ
ては，やはり担任の先生が私の味方かどうか，つま
り私をかわいがってくださるかどうかが最大の関心
事であるように思います。
「私」は，早生まれだったから，特にそのように
思ったのかもしれません。様々な体験活動を，大好
きな（私を大切にし，かわいがってくださる）先生と
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一緒にできることが何よりうれしいのです。その先
生との思い出が，脳裏に焼きつき，生涯にわたって
私を和ませ，勇気づけ，励ましてくれます。
「私」にとって，川井先生と出会えたことは，本
当に幸せでした。
3 小学校中学年期と「私」
（1） おとなしい子から腕白な子に
「私」の小学校中学年時代は，鮮烈に覚えていま
す。三年生になったとたんに，がらっと変わってし
まいました。大変な腕白になったのです。
そのときの気持ちを探ってみると，本質的な部分
が変わったのではなく，周りの友達が暴れたりして
いるのをうらやましく思いながら眺めていた今まで
の自分から，実際にできる自分になったということ
です。おそらく，早生まれのために友達と自分の間
にあった成長の差を感じなくなったのだと思います。
友達をぽんとたたいて逃げる。追いかけられるが
なかなかつかまらない。それが楽しみでした。一度
しつこく追いかけられて，授業時間がきているのに
中庭で走り回っていて，教室の窓からみんなが見て
いたことがありました。先生に怒られたのは，言う
までもありません。
（2） 学校外での遊び
中学年は，遊びほうけているといったほうがいい
くらい，遊びまわっていました。家で遊ぶのは近所
の友達です。同級生は近くにいず，この時期は年上
の友達との遊びに夢中になっていました。いろんな
遊びをしたのですが，空き地でいつも相撲をとって
いたこと，神社やお寺の境内で，あるいは刈り取り
が終わった田圃でソフトボールをしていたこと，近
くの川をどんどん上っていきながら魚取りをしたこ
と，近くの森にあけび採りに行ったことなど，次々
に思い出されてきます。ほとんどが男の友達との遊
びです。
家族とのかかわりは，田圃によく手伝いに行った
ことが思い出されます。手伝いをした後，母親が冷
たい川の水（農業用水用にポンプを使って吸い上げられ
た地下水）に冷やしておいてくれた採りたてのトマ
トのおいしかったこと。農繁期に田圃でみんなと食
べたおにぎりの味も忘れられません。
また，父親とは，よく相撲をとっていました。と
にかく強かった。田圃から帰ってくると，待ち構え
ていたかのように，相撲をとりました。父親も疲れ
ていたはずですが，むしろ父親のほうから誘うこと
もあるくらいでした。父親とは，毎朝，川原に行っ
ていました。牛とやぎを飼っていたために，えさに
する草を刈ってくるのです。「私」も自転車でつい
ていきました。不気味な雲がもくもくと広がってき
たときの恐怖，坂道で転んでしまい近くのおばさん
に助けてもらったこと，芋のつるの葉をおいしそう
に食べる牛の様子等々が思い出されます。
（3） 個性的な先生との出会い
「私」の三年生のときの担任は，中川英一先生で
した。図画工作が専門です。市内でも指導的立場に
おられる先生だということを何となく聞いていまし
た。怖い先生でした。よくげんこつをもらいました。
欲求まかせに暴れまわっている「私」に，自制心を
培ってくださいました。そして，先生が専門とされ
る図画工作の時間に，「おー，この線はいいぞ」と
ほめていただいたのが，いまだに脳裏に焼きついて
います。その後，絵を描いたり，物を作ったりする
ときに，丁寧に，かつ少しユニークさを出して取り
組むようになりました。その気持ちが今に生きてい
るように思います
四年生のときの担任は，塚田泰三先生でした。ベ
テランの先生で，学校の行事等でもよく司会をされ
ていました。印象に残っているのは，グループ学習
を取り入れてくださったことです。普段の席もグル
ープになっていました。男女を問わずすっかり仲良
しになりました。特に同じグループ内のメンバーと
は，いろんなことを話し合うことができました。そ
のことを通して，随分と集団性を養うことができま
した。その中で，自分を振り返るということも，知
らず知らずのうちにできていたのだと思います。
（4） 一人で宿泊する体験
もう一つ忘れられない体験があります。この時期，
冒険的なことに興味がわきます。その一つが，一人
で母親の里に行き，泊まることでした。母親の里は，
いま石田三成の生誕地として話題になっている長浜
市石田町です。「私」の家から2キロほど離れてい
ます。いつもは母親や姉と一緒に行っていて，まだ
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一人で行って泊まったことはありませんでした。
そこで，一度一人で泊まりに来ないかと言われて，
喜んで出かけました。お菓子も用意してくれていた
りして，大変心地よかったのですが，翌日，家に帰
ってきて，風呂で大泣きしていました。どうして泣
いたのか。やはり，母方の祖母には，申し訳なかっ
たのですが，不安感とさみしさを，夜に一人になっ
たときに味わったようです。
小学校中学年の時期は，外へ外へと関心が向きま
す。強がったりもしてみます。しかし，内心は，不
安感が大きいです。そのあたりの心の状態を実感し
て，さらにいろんなことに挑戦することが求められ
ます。この体験をばねに，様々なことに挑戦したか
どうかは，確信がもてないのですが，小学校中学年
ならではの体験をしたことは，間違いありません。
（5） 小学校中学年の体験と「私」
「私」の小学校中学年の体験を振り返ると，とに
かく活動的であったということがあります。子ども
は本来活動的です。活動的でない子どもは，何かに
さえぎられているのです。そのつっかえ棒がなくな
ったとき，当然動き回ります。つっかえ棒は自然と
取れる場合もありますが，多くの場合，教師や親の
配慮が必要です。
中学年は，皆が活発になります。もっと動きたい
という欲求が出てきます。そこから上級生との遊び，
大人とのかかわり，自然や動植物とふれあう体験な
どに興味をもちます。その興味に応えるような自由
と環境を身近なところに用意してあげることが大切
です。
そして，もう一つ，この時期を振り返ったときに
感じるのは，三年生と四年生の違いです。集団との
かかわりということで言えば，随分と成長します。
また，自分に対する意識も広がっていきます。
そのことを実感するためには，発達段階に応じた
対応をしていただける先生に出会うことが重要です。
幸い，中川先生，塚田先生と，中学年ならではの，
いい先生に恵まれました。
そして，少し飛躍しての一人での体験（チャレン
ジ体験）をすることも重要だと言えます。
4 小学校高学年期と「私」
小学校高学年は，人生で最も理想を追い求める時
期と言われます。果たしてどうであったか，振り返
ってみます。
（1） 友だちとのかかわり
「私」の場合，真っ先に思い出すのが，近所の友
達のことです。近所には，1級上の先輩も1級下の
後輩もいませんでした。そのような関係から，遊び
仲間の先輩が中学校に行った後は，「私」が必然的
にガキ大将になりました。「私」の家に皆が遊びに
来てくれました。もちろん主な遊び場は，お寺の境
内や空き地，田圃や川，野原などでした。相撲，ソ
フトボール，めんこ，くぎさし，陣取り，ちゃんば
らごっこ，魚取り，冒険ごっこ，花見等，次々に思
い出されます。とくに孝ちゃん（森孝之君）には，
本を見せてもらったり，卵とりを一緒にさせてもら
ったり（家は養鶏をされていました）と思い出が尽き
ません。この近所の友だちがいまも「私」のふるさ
との実家を守ってくれています。
（2） 学校での「私」
学校では，活躍する場を次々に与えてもらいまし
た。学級内ではもちろんのこと，児童会でも，リー
ダーとして活動する場をいただきました。五，六年
生の担任は，森川宏先生でした。いろんなことが思
い出されるのですが，フォークダンスを教えてもら
ったのが印象的です。思春期の入口で，女の友達の
手を握り一緒に踊ることは，口では嫌がっていまし
たが，胸がどきどきする素敵な体験でした。
友達が先生の家に行ったと聞いたとき，自分の心
の中では，先生とは学校外でプライベートなかかわ
りをもってはいけないという，変な倫理観をもって
いたのも思い出されます。
伊吹山に夜に登った経験も鮮烈です。伊吹山は標
高1377mの滋賀県で最も高い山です。いつも仰ぎ
見る伊吹山の頂上に立った感激は今でも忘れません。
また，五年生のときプールが完成しました。そのと
き，兵藤（前畑）秀子さん（平泳ぎで日本人初のオリ
ンピック金メダリスト）が来てくださり，学生と一緒
に泳ぎを披露してくださったのも目に焼きついてい
ます。
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学校での遊びは，家とは違っていました。遊び相
手はほとんど同級生でした。相撲は大好きでしたか
らいつもとっていましたが，卓球，ドッジボール，
ソフトボールなど集団競技に夢中になっていました。
集団競技の楽しさを実感していました。
学校で，将来の夢について具体的に考えたことは
あまり覚えていないのですが，とにかく立派な人に
なりたいという意識は強くもっていました。卒業式
で，答辞を読ませていただいたとき，お世話になっ
た小学校の思い出を胸に思いっきり羽ばたいていこ
う，といったことを話したのを覚えています。
（3） 両親と「私」
父親は，とにかくよく働いていました。ときどき
一緒に田圃を見に行きました。そのときの父親の姿
が忘れられません。どこの田圃にも入っていって苗
や稲穂と会話をするのです。米作りが好きで好きで
たまらない父の姿。おいしい米を作ろうと夢中にな
る姿を見て，子どもなりに感じるものがありました。
父親は，口をすっぱくして「悪いことをしたらあか
んで」「まじめに生きなあかんで」と言い続けてく
れました。
母親も同様でした。母は，よく姉の教科書を読ん
でくれました。「つるの恩返し」や「大造じいさん
とがん」，「ごんぎつね」，「野口英世」等は，母親の
読み語りそのままに覚えています。それらを通して，
具体的にはうまく言えないのですが，立派な生き方
をしたいという意識を強めていったように思います。
（4） 小学校高学年の体験と「私」
このように振り返ると，一般に言われている高学
年の特徴をそのままにもっていたことがわかります。
「私」の場合は，この時期の特徴をそのままに伸ば
せる環境を与えてもらっていたことに改めて気づき
ます。感謝，感謝です。これらをもとに，高学年の
体験と「私」を簡単にまとめてみます。
小学校の高学年の時期は，特にいろんな生き方が
あることに気づき，夢を描きそれを追い求めようと
する強い意志を養う必要があります。そのためには，
心を揺さぶる体験が必要です。一流に出会う体験，
長年の夢を叶えるような体験，みんなで全力を出し
合って創りあげていく体験を特に大切にしたいです。
それともう一つ，高学年としての自覚ある日常生
活が送れるように，プライド意識とリーダーシップ，
それに日々の生活を律する訓練が必要です。そのた
めには，日々の学級生活とともに，心を鼓舞する道
徳学習と低学年の子どもたちと触れ合う体験などが
不可欠だということを改めて感じます。
数年前，うれしい体験がありました。母校で小学
生にお話をする機会をいただきました。早速に，以
上に書いたようなことをコンパクトにまとめて，子
どもたちにお渡しして，事前に読んできてもらうよ
うにしました。家族と一緒に読んだ子もいて（家族
の中に「私」を知っている人もいたようです），「私」に
大変興味をもってくれました。
お話では，学校と地域の思い出の場所の写真も撮
って，パワーポイントでそれらを映しながら，進め
ていきました。子どもたちは，「私」と一緒に体験
をしてくれているようでした。共通した体験を感じ
取れれば，その人とはすぐに仲良しになれます。そ
のときの子どもたちと「私」は，まさにそれでした。
子どもたちにとって小学校は格別の意味がありま
す。一生の心の支えを作ってくれます。発達段階に
応じた，かつ一人一人に寄り添った教育の大切さを，
改めて実感します。
5 中学生期と「私」
（1） 部活動での体験
どの時期でも，一番に思い出すことは，今の「私」
に大きな影響を与えている，と思って間違いありま
せん。中学生の時代で一番に思い浮かぶのが，部活
動です。
多感な中学生時代，思春期の真っ只中で，さまざ
まな体験をします。それらは，すべて今の「私」に
影響しているのですが，「私」の場合はとりわけ部
活動が強烈です。それは，今までになかった新たな
自分を発見することにもなりました。
「私」は，中学校に入学すると同時に，迷わずバ
レーボール部に入りました。それは，自分がやりた
かったからではありません。親友の永井和一君から，
自分はバレーボール部に入るから一緒に入ろうと誘
われたからです。
しかし，入ってみて愕然としました。永井君がう
まいのです。それもそのはず，彼のお兄さんがバレ
―61―
ーボール部で活躍しており，だいぶん鍛えられてい
たようです。しまったと思ったのも後のまつり。な
らばと，がむしゃらに取り組んだのがよかったよう
です。だんだんとうまくなっていきました。永井君
と，そこそこに練習できるようにもなりました。
永井君は，いろんな意味でライバルでした。何を
やってもうまい。運動神経は抜群の上に，勉強もよ
くできました。かっこよくって，多くの友達をもっ
ていました。彼とは，仲がよかったのですが，常に
気になる存在でした。
バレーボール部で，最初はまったくかなわなかっ
た永井君と競い合えるまでになると，だんだんと自
信が出てきます。そして，彼が得意とした 400m
走も，ついていけるようになりました。さらに，一
年の終わりに行われた3000mの校内マラソンでは，
最後まで彼と競い合い，優勝してしまいました（ち
なみにこの記録は今も残っています。この1回で終わり
になったからです）。
中学校二年生のときです。当時は，国民体育大会
の旗を次の開催県までリレーするという取り組みが
ありました。その旗のリレーを少しの区間ですが母
校が担当することになりました。その先頭で走らせ
ていただくという栄を得ました。これも，つねに目
標となり刺激を与えてくれた永井君のおかげです。
さらに，バレーボール部に入ったおかげで，多く
の友達を得ることができました。青春時代，同じ目
標に向かって，全力を出し合い，汗を流す。友情が
芽生えないはずがありません。バレーボール部に入
ったおかげで，多感な中学生時代を無事通過できた
と言っても過言ではありません。
（2） 中学生期と社会体験
中学生の時期は，なかなか社会体験ができません。
中学生になれば勉強をしなければならないし，部活
動もしなければならないという意識が強く，どうし
ても小学校のようなゆとりをもった社会体験ができ
なかったように思います。近所の友だちとの遊びも
途絶えてしまいます。このような状況は，今もあま
り変わらないかと思います。
そこで大切なのが，学校でいかに社会体験をさせ
ていくかです。それと家庭や地域の協力です。中学
校では，様々な社会体験が計画されていますが，い
ろんな人々とのかかわりを深めること，子どもたち
の心を鼓舞すること，が基本であるように思います。
それが後々に影響してきます。
1）部活動での対外試合
中学校時代の一番の思い出は部活動であることを
述べましたが，いろんな人々とのかかわりを深める
という点から見ても，貴重な体験の場でした。
母校は長浜市立東中学校です。「私」が属してい
たバレーボール部は，後に全国優勝するのですが，
当時は，県のブロック大会で優勝を競う程度の実力
でした。そのブロックで一番のライバルが長浜市立
南中学校でした。よく練習試合をしました。そのと
きは，顧問の先生も同行されます。選手と仲良くな
るのは当然ですが，先生とも親しくなりました。
南中学校の顧問は，近藤正隆先生でした。厳しく
温かみのある指導をされていました。東中学校では，
宮川公先生，清水昌樹先生，那須成美先生（女子部
の顧問でしたがよく指導していただきました）が顧問で
した。先生方が仲がよいものですから，「私」たち
の様子を見ながら雑談をされます。それが，よく聞
こえます（むしろ耳をそばだてていたといったほうがい
いかもしれません）。
南中学校との練習試合では，「私」のことはよく
話題にしていただきました（と思っています）。試合
のときでも近藤先生を意識するようになりました。
そして，試合が終わって，南中の部員たちと話をし
ますが，近藤先生のことがよく話題になりました。
2）母校とのつながり
その近藤先生は，「私」が大学生のとき，専攻科
に一年間，研修教員として来られました。話に花が
咲いたことは言うまでもありません。そして，後に
ですが，先生は道徳教育で活躍されていたことを知
りました。「私」の母校が，文部省の道徳教育の研
究指定校としての委嘱を受けて取り組んだというこ
とでした。近藤先生は，当時東中学校におられまし
た。研究主任として中心的に取り組まれ，その功績
が認められて，大学に研修教員として派遣されたよ
うです。
当時荒れていた母校だったのですが，道徳教育を
充実させることで見事に立ち直ったということでし
た。実は，指定を受けた1年目に生徒の暴力事件が
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起こり，全国紙に「文部省の道徳教育指定校で暴力
事件が起こる」という見出しで報道されました。大
学生だったのですが，大変気にしていました。
近藤先生にお聞きすると，そのあと，先生方は一
丸となって真剣に取り組まれ，2年目は全国に向け
て公開発表をされたということでした。後日談です
が，指定を受けて1年目で異動された先生（中川巧
先生）が，校長先生として東中学校に帰って来られ
たときに，市の指定を受けて道徳教育に取り組んで
くださいました。2年目に取り組まれたことをもう
一度やってみようということでした。私もお伺いさ
せていただいたのですが，素晴らしい取組がなされ
ていました。この実践が県で表彰されました。先生
方の教師魂を確認させられた次第です。母校とはい
ろんな形でつながっていくことを実感しました。
3）地域の人々とのかかわり
学校以外で地域の人々とかかわる体験は，中学生
の場合，主に地域の行事等への参加を通してという
ことになります。「私」の場合は，家が農家でした
から，農作業の手伝いを通して近所の人々とかかわ
る機会が多くありました。
中学生になると，耕耘機を使って仕事ができるよ
うになります。両親は，その様子を頼もしげに見つ
めてくれていました。近所の人々もいろいろと声を
かけてくれます。
隣の田圃でよく手伝いをされていたのが原馬正次
先生でした。原馬先生を見ながら，「由夫も先生に
なって，あのように手伝いをしてくれよ」と，両親
からよく言われました。そのことが「私」の進路を
決めたように思います。
原馬先生は，「私」が文部省に道徳担当の教科調
査官として赴任したとき，同時に県の道徳担当の指
導主事になられました。以後ずっと交流を深めさせ
てもらっています。
4）修学旅行の体験
当時，修学旅行は，東京鎌倉でした。何せ初め
ての東京です。実に貴重な社会体験でした。最初に
降りた品川駅の広さと，あまり新しくない旅館が，
妙に印象に残っています。何人かが親戚の方と面会
しているのを見て，うらやましく思ったことでした。
東京タワーに昇って，眼下を見下ろしたときの爽
快感。いつか東京に出てこようという思いを強くし
ました。また，鎌倉の大仏様の印象も強烈でした。
鎌倉幕府のイメージと妙に重なってしまいました。
とにかく「私」にとって東京鎌倉への修学旅行は
強い刺激となって，今も心の中で生き続けています。
（3） 心に残る恩師との出会い
中学校期の体験を振り返ることにおいて，最も重
要なこととして押さえておきたいのが，先生方との
出会いです。中学校は，教科担任制です。多くの先
生方に直接授業をしていただきます。クラス担任の
先生だけでなく，多くの先生方との間にも親密なか
かわりが生まれ，豊かな体験を創出します。
1）校長先生，教頭先生との出会い
「私」が中学校に入学したとき，校長先生は，曽
我信夫先生でした。「私」の実家から100mくらい
のところに住んでおられます。入学式のとき，新入
生あいさつをしたのですが，少し笑みを浮かべて
「うん，うん」とうなずきながら聞いてくださって
いたお姿が，鮮明に浮かびます。きっと，嬉しさと
不安が入り混じって，そのような表情をされたのだ
と思います。温かみを感じました。廊下であっても，
道であっても，いつも笑顔で声をかけてくださいま
す。既に亡くなられましたが，ふるさとに帰ったと
き，ときどきお会いしていました。
自分の中には，校長先生がいつも見てくださって
いるという意識が強くありました。やはり，校長先
生とお話しできることは，すばらしい体験です。そ
れは，学校生活全体に張りをもたらしてくれたよう
に思います。
また，西村教頭先生との出会いも強く印象に残っ
ています。「私」のクラスの数学の授業を担当して
くださいました。数学を教えるのが好きでたまらな
いといった様子でした。気さくな教頭先生で，「私」
もいつの間にやら，先生の授業のとりこになってい
ました。そして，クラブ活動で，数学クラブに入る
ように希望を出しました。しかし，希望者は「私」
一人だけだったために，結局科学部に入りました。
そのとき，先生から，「もっと勉強したければいつ
でも教えてあげるよ」と言われました。しかし，行
くことはありませんでした。今から思えば，惜しい
ことをしたと思います。やはり，チャンスは生かす
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べきだったと反省しています。
2）クラス担任の先生との出会い
一年生のときの担任は，大塚陽一先生でした。ベ
テランで，ユーモアがあり，中学校の先生という雰
囲気でした。学校全体での催し等においても常に全
体にお話をされるような先生でした。そのような先
生が担任であることに誇りを感じました。
学級委員をしていたときです。言うことを聞いて
くれないクラスの友達について相談すると，「君た
ちの問題だから君たちで解決しなさい」と言われた
ことが強く頭に残っています。「私」に期待をかけ
てくださり，陰で支えてくださったのですが，十分
に応えられなかったという悔しい思い出がよみがえ
ります。
二年生は，西川忠邦先生でした。先生もまた大塚
先生と同じような年配で，先生然とした先生でした。
担当は社会科でしたが，大変几帳面にご指導くださ
いました。きちっと整った字で黒板をうまく使って
まとめられるその手法には，生徒ながら感心して写
しておりました。学級会でだったでしょうか。「こ
んな人間になりたい」という作文を書く機会があり
ました。「私」の書いた作文を見て，「今の君のよう
だね」と言われてとても嬉しかったのを覚えていま
す。気恥ずかしい気持ちもあったのですが，先生の
一言で吹っ切れました。
三年生は，岩嶋左近先生でした。これまたベテラ
ンの先生でした。市内でも有名な国語の先生だと評
判になっていました。そういうことは結構生徒の耳
に入ってくるものです。部活動の顧問は体操部でし
た。体育館でのバレーボールの練習が，体操部の練
習と重なったときのことです。思いっきりアタック
したボールが先生の頭を直撃しました。先生は何事
もなかったかのように指導を続けておられましたが，
後の練習時間の気まずかったこと。今も思い出すた
びに冷や汗が出ます。
3）他の先生方との出会い
その他にも，いろんな先生方が思い浮かびます。
伊藤宏太郎先生には，駅伝の指導を受けました（後，
長浜市の教育長になられていろいろとお世話になりまし
た）。体育の先生かと思えるくらい（数学の先生です），
いつも短パンで，タッチフットボール部を指導され
ていました。退職後町長をされていた角川誠先生。
新規採用で来られた甲斐沼栄先生（先生とは，恩師
の研究会でお会いしました）。理科の中田環樹先生
（先生とは長浜市の研究会にお伺いしたときに懇親会でお
会いし，思い出話に花が咲きました）。いつも笑顔でバ
スケットボール部を指導されていた福永保先生。女
子ソフトボール部を指導されていた中村憲雄先生
（先生とは文部省の研修会でお会いしました。当時の先生
方のお気持ちをじっくりお聞きすることができました），
等々。
このように，「私」を支え，お教えくださった先
生方のおかげで，多感な中学生時代を思う存分謳歌
しながら，無事終えることができました。そして，
中学校時代の師弟関係はその後も続いていきます。
（4） 中学生期の体験が今の「私」に与えた影響
以上のような中学生期の体験を振り返りながら，
今の「私」に与えた影響について考えてみます。
1）友達との親密なかかわり
中学生期は，思春期という人生の大きな課題に，
正対しなければなりません。それには，周りの人々
の協力が必要です。とりわけ，同じ課題をかかえる
友達との親密なかかわりが重要です。
思春期は，心を閉ざしがちです。今まで経験した
ことのない変化を実感し，一人で悩んでしまいます。
悩みを話し合うといっても，そう簡単に心を開くこ
とはできません。勝手に心の中に入ってこられると，
かえって拒否反応をおこすこともあります。
自らの体験を振り返ると，特に次の3つの方法を
考える必要があると思います。
一つは，価値意識を共有することです。心を開く
ためには，互いを認め合わなければなりません。中
学生の時期は，互いの違いを意識します。違いを認
め合うには，共通の意識を見出す必要があります。
「同じように悩んでいるんだな」「同じようなことを
考えているんだな」と思ったとき，違いを認めるこ
とができます。その共通の意識の最たるものは，人
間としての生き方にかかわる道徳的価値意識です。
道徳の授業が，もっとこのことにかかわって充実さ
れねばなりません。
二つは，思いっきり取り組める協働体験をするこ
とです。思春期は，体も頭もいらいらします。それ
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は，思いっきり体を使ったり，頭を使ったりするこ
とによって，解消されていきます。それを，友達と
一緒に行うのです。自然と心が通い合っていきます。
クラブ活動や部活動は，その絶好の機会です。また，
一緒に共通の目標をもって励まし合いながら勉強す
ることも効果的です。
三つは，共同生活をすることです。中学生になる
と，家族と生活していても，一緒に行動する機会は
著しく減少します。また，他人の家に泊まったりす
る機会も減ってきます。そのようなときに，何人か
の友達と，同じ所に宿泊し，同じ釜の飯を食い，掃
除や運動，勉強や遊びを一緒に行い，数日間日常生
活を共にする等の体験が重要になります。そのこと
を通して互いを理解し，友情を深め，一生の心の支
えとなる友達をつくることができます。
2）地域とかかわるとともに，全国へと目を向ける
このような友達との親密なかかわりを深めていく
なかで，大きな志と社会の一員としての自覚をはぐ
くんでいくことが大切です。大志をはぐくむには，
いろんな人々の生き方に触れることです。輝く生き
方をしている人に出会い，直接話を聞く。心を込め
て作られた作品に出会う。脈々と受け継がれている
文化や伝統，芸術に触れ，体験する。このような直
接体験が必要になります。そして，夢や希望をもた
せてくれる生き方を感じ取れる小説や伝記をはじめ
とする読み物，映像等を通して間接的に体験しつつ，
志をはぐくむことも同様に重要です。この部分に，
道徳の授業がもっと力を入れなければなりません。
また，思いっきり体や頭を使う協働体験において
は，地域社会とのかかわりを深めるようなものが必
要です。中学生は，地域とのかかわりが極端に少な
くなります。社会に巣立つための力を身につける義
務教育最後の時期に，もっと地域に役立つ体験を行
う必要があります。
さらに，そのような体験は，全国レベルで考える
ようになることも求められます。日本一の取組をし
よう，日本一になろう，といった目標は，中学生を
奮い立たせると同時に，日本各地へと目を向け，全
国レベルでの交流を可能にしていきます。
3）よき恩師との出会い
このような体験は，よき恩師がいてくださってこ
そ，充実します。まずは，自分が通う中学校でよき
恩師と出会えることです。中学生の心のもちよう一
つで，教えていただく先生方全員がよき恩師となり
ます。
恩師は，さらにいろんなところにいます。地域に
も，他の中学校にも，そして日本全国に。そのよう
なよき恩師との出会いを楽しみにしつつ，体験を充
実させていけるようにすることが求められます。
6 高校生期と「私」
高校生期の体験と「私」を振り返るにあたり，高
等学校の卒業アルバムを取り出して見ます。まず，
懐かしい校舎が思い出されます。初めて登校したと
きの新鮮な感覚がいまだによみがえってきます。
（1） 高等学校への愛着
高等学校は，試験を受けて入学します。ほとんど
の生徒にとって，人生で初めて自ら選択して入学し
た学校です。「私」は，滋賀県立虎姫高等学校に入
学しました。同じ東中学校から進学した者は4人で
した。
なぜ，虎姫高校を選択したのか。「私」の叔父は，
虎姫に住んでいました。虎姫高校は，「私」たちの
住んでいる湖北地域では，最も大学進学に実績を上
げている高校でした。叔父が遊びに来るたびに，
「虎姫高校に来なさいよ」と言います。また，叔父
の家に行くときには，必ず虎姫高校の前を通って行
きます。そのとき父親も「この高校でしっかり勉強
せんとあかんで」と言っていました。そのようなこ
とから，ごく自然に，高校は虎姫高校と決めていま
した。
幸い，その虎姫高校に入学することができました。
小さいときから愛着をもち続けた学校ですから，入
学式の感激はきわめて大きいものがありました。校
舎がひときわ大きく見えました。
（2） 自立心と不安感と
高等学校での「私」を振り返るとき，そのときの
精神状態が不思議と思い出されます。同じ中学から
進学した者が少なかったので，クラスは全員初めて
会う人ばかりです。また，進学校ですから，勉強に
対する不安もありました。
そのような中で，最初のころに体験することは，
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すべてが心に刻まれていきます。
クラスの担任は，櫟賢哲先生でした。虎姫高校出
身で，この4月に母校に帰ってこられたということ
でした。英語の先生で大変厳しかったですが，芯の
しっかりした大変魅力的な先生でした。櫟先生を通
して，高校の先生像を具体化していったように思い
ます。
そして，クラスの仲間たちとのふれあいです。最
初の席順は，男女を合わせての名簿順でした。「私」
の後ろが片山さんという魅力的な女生徒でした。そ
の片山さんがすぐに話しかけてくれました。本当に
嬉しかったです。今もその光景を思い浮かべること
ができます。そして，片山さんの友達の井上さんと
もすぐに仲良しになりました。おそらく，後ろの席
の片山さんが話しかけてくれなければ，不安な日々
が続いたと思います。
また，みんなの中で「私」を感じたのは，クラス
の役割（係）が課されたことです。男女一人一人で
したから，そのパートナーの川上さんとも親しく話
せるようになりました。そして，係として，全体に
話す機会があり，そこからクラスの一員という意識
をもつようになりました。
（3） 通学路での体験
「私」の場合，自転車通学でした。8キロくらい
ありました。毎日通うのですが，その通学路が強く
印象に残っています。
通学路は，決まっているわけではありません。最
初は，同じ中学校から進学した仲間と会えるような
コースを選んで行きました。待ち合わせて行くこと
はありませんでしたが，出会うことが多かったです。
お互いが心の中で求めていたのだと思います。
そして，その道すがらに出会う高校生は，同じ虎
姫高校生ですから，自然と声をかけるようになって
いきました。その友達の友達が，また友達になり，
という形で友達が増えていきました。
その道すがらの風景は，今も鮮やかによみがえっ
てきます。歴史の舞台の一つである姉川（姉川の合
戦の戦場）や国友（昔の鉄砲鍛冶の集落）を通って行
きました。姉川で仕事をしていた父親とも通学途中
で会ったこともあります。通学路の四季折々の変化
とともに，学校での出来事やその時々の心の状態を
思い出すことができます。
（4） 魅力的な先生方との出会い
高校時代を振り返って，特によみがえってくるの
が魅力的な先生方との思い出です。高校は，より専
門的にいろんな分野の学習が行われます。先生方も
大変個性的で，その専門的知識やユニークさで生徒
を引きつけていきます。高校生期における豊かな体
験は，そのような先生方を中心にあったように思い
ます。
1）学級担任の先生とのかかわり
やはり，学級担任をしていただいた先生のことが，
まず思い出されます。すでに述べたように，1年の
ときに担任いただいた櫟賢哲先生は，大変魅力的で
した。
あるとき，こんなことがありました。何に対して
かは忘れましたが，全校で募金活動を行うことにな
りました。締め切りの後，先生は烈火のごとく怒ら
れました。「私」たちのクラスからは，だれも募金
をしなかったからです（リーダー格の友達の提案に乗
ってしまったのです）。「私」たちは目が覚めました。
以後，学校の取組やボランティア活動等に積極的に
かかわりました。先生は僧侶でもありました。
二年生のときの担任は，松島正隆先生でした。数
学を教えてくださり，生徒と一緒に問題を解くのが
楽しくて仕方がないといった先生でした。実は松島
先生は，「私」が所属していたバレーボール部の顧
問でもありました。バレーボール部でも「私」たち
と一緒に練習するのを楽しんでおられました。
先生とのかかわりで妙に心に残っているのは，一
年生の数学の時間に，机間指導をされているとき，
後ろに座っていた「私」の肩を乗っかるようにぐっ
と押してくださったことです。バレーボール部に入
ったときでしたから「がんばれよー」と応援してい
ただいているようで，とてつもなく嬉しかったです。
いまだにその感触が残っています。
三年生の時の担任は，広瀬譲爾先生でした。物理
を教えていただきました。名物先生のお一人で，丸
い眼鏡をかけ，どこかアインシュタイン風でした。
ぽつり，ぽつりと話されるのですが，とても温かさ
を感じました。進路指導も丁寧にしてくださいまし
た。
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2）ユニークな先生方との出会い
最もユニークな先生は，伊藤丈夫教頭先生でした
（三年の時に校長になられました）。一クラスだけ専門
である地理の授業をされていました。それが「私」
のクラスだったのです。その授業は，きわめてユニ
ークでした。教科書の一頁からキーワードを拾って
徹底的に調べていく。当然教科書は進みません。し
かし，驚いたことに学年のテストでは，「私」たち
のクラスが飛び抜けてよかったのです。
一年生の時の国語は，大浜由紀枝先生でした。女
性の先生に習うのはこの時間だけです。先生は，国
語を愛しておられるというのが授業から伝わってき
ました。丁寧に丁寧に指導してくださいました。先
生の名調子が今もよみがえってきます。
大石昭夫先生の化学の授業も魅力的でした。化学
なんて簡単だ，と言っていつもダジャレを飛ばして
授業をされます。すっかりそのペースにはまってし
まい，とても楽しい授業でしたが結局化学はいつも
点数がよくありませんでした。
高校のアルバムを眺めると，恩師一人一人との思
い出がよみがえります。しかも，ほとんど全員の先
生方との思い出が。なぜでしょう。「私」は，あま
り優秀な生徒ではありませんでした。でも，先生に
対する尊敬のまなざしは常にもっていました。高校
生というのは，自分に対する一種独特のチャレンジ
精神があります。そのためにもがき続けていると言
った方が適切かもしれません。それを救えるのは先
生です。先生に対するあこがれの念をみんなもって
います。いかに具体的なかかわりがもてるかがポイ
ントです。
（5） 高校生時代と部活動
当時の高校生時代を振り返ると，「私」の場合，
学校以外での交友関係を広げ深めていく役割を果た
したのは部活動でした。高校でもバレーボール部に
所属しました。三年生になると引退しますので，一，
二年生のときだけでしたが，部員同士の交友関係を
深めることができました（二年生では主将になりまし
た）。練習は，ウィークデイだけでしたが，放課後，
他校と練習試合をしたり，日曜日や休日に試合があ
ることも多くありました。そのようなときは，他校
の部員と話をする絶好の機会です。
「私」の場合，中学校のバレーボール部の仲間は，
こぞって長浜商業高校（現在は長浜北星高校）に進学
しました。よく練習試合をしてもらい，交友関係を
更に深めることができました。当時，長浜商業高校
の監督は永井先生でした。沖縄出身の熱血教師で，
何とかバレーボール部を全国レベルにしたいと優秀
な生徒を集めておられました。その関係で「私」の
中学校のバレーボール部から5人ほど進学しました
し，ライバル校であった南中学校等からもよく知っ
ている人が進学していました。一年生のときは，ま
だ「私」の高校も互角に戦えました。練習試合が楽
しみでした。試合が終わるといろんな話に花が咲き
ます。そのような交流のなかで永井先生ともすっか
り親しくなりました。もっとも，二年生のときには，
かなり差がついておりましたが，交友を深めること
はできました。
バレーボールの試合で印象に残っているのは，ミ
ュンヘンオリンピックで活躍した深尾吉英選手（後，
東レのバレーボール部監督になりました）と1セット
だけ戦えたことです（2セット目からは，温存でした）。
同じ高校生でも特別な才能をもった人々と直接出会
えるのはすばらしい体験です。
（6） 家庭での体験
高校時代の家庭生活を思い出そうとしても，限ら
れたことしか思い出せません。家族は，高校に行っ
たことから「私」のすることを温かく見守ってくれ
ていた，という印象が強いのです。「私」の中にも，
あまり家庭のことは考えずに高校時代を過ごした，
という意識があります。というより，家庭の手伝い
をすることはごく当たり前と考えていたのかもしれ
ません。
高校三年生の夏に家を建て直しました。そのため
3ヶ月ほど叔母の家で生活しました。その叔母の家
も新築でしたので風呂がまだ完成していなくて，近
くの伯母の家に毎日みんなでお風呂をもらいに行き
ました。受験を控えているときでもあり，皆から気
を使ってもらい，大変心地よい生活の場を与えても
らいました。そのときの温かい心遣いが強く脳裏に
焼きついています。
このような事態がなければ，きわめて記憶に乏し
い家庭生活であったように思います。やはり，この
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時期，強引にでも家族で日常を離れた共通体験をす
ることが必要だと感じます。
（7） 地域での体験
高校生になると，住んでいる地域とのかかわりは
ほとんどなくなります。しかし，中学校で義務教育
は終わりますし，私のころは，中学校を出て働く人
も多かったのです。地域の一員としての体験が必要
になります。「私」の場合は次のようなことがあり
ました。
「私」たちの地域には，「おこない」という独特の
神事があります。湖北地方（滋賀県の北部を言います）
が京都（一説には彦根）の鬼門に当たるということ
で，厄払いをかねて昔から行われている町の行事で
す。「私」たちは正月に帰れなくても「おこない」
には帰るようにと言われて育ちました。
その「おこない」が，実は地域の人々との交流を
図る貴重な場になっていました。15歳になると，
「おこない」で元服のお披露目をします。元服を過
ぎれば「おこない」に参加することができるのです。
「私」も，15歳を境に地域の一員として認められ
たという意識を強くもちました。町内の行事や会合
などにも，家を代表して出席することができたので
す。
また，町のチームの一員として，青年団のバレー
ボール大会に参加したことも強く印象に残っていま
す。仕事をした後，夜にみんなが集まって練習をす
る。その人たちとふれあうことは，大変貴重な経験
でした。
これらの体験も，自分からというのは，高校時代
だと難しいと思います。やはり，義務的な部分が必
要です。「私」の体験からも，いい慣習は残してお
いてほしいと願います。
（8） 高校生期の課題に向き合う
高校時代は，やはり友だちとの授業以外での体験
が心に残っています。高校生であれば，気の会う仲
間同士で，遊びに行ったり，勉強したり，ボランテ
ィアなどをしたりと考えられるのですが，「私」の
場合は，残念ながらそのようなかかわりはほとんど
ありませんでした。同じ中学から虎姫高校に進学し
た者は4人でしたし，お互いの家もかなり離れてい
ました。
もちろん，友達は，増えていったのですが，「私」
の場合はクラブ活動を行っていたので，そちらのほ
うに時間をとられてしまい，自由な交友ができなか
ったと言えるかもしれません。と同時に，そのよう
な心のゆとりがなかったようにも思います。
勉強と部活動の両立，さらに学校外での交友関係
を深める，というのは中学生高校生時代の大きな
課題です。そのバランスをどう保っていくのか。ど
のような交友関係を深めていくのか。そのことに関
して皆悩むはずです。将来に対する不安，夢や希望，
生きることの意味等，高校生期ならではの興味関心
とかかわらせて，ともに語り合い，励まし合い，切
磋琢磨していくことが望まれます。
それを，生徒に任せていたのでは，各人の心の中
での対話に終わってしまいます。自分の人生や生き
方に関する悩みや思いを出し合い，話し合いを深め
て，学校外でのかかわりへといざなっていけるよう
な時間がどうしても必要になります。それは，現在
ではホームルーム活動になりますが，実際は学校行
事の役割分担や進路の情報提供等に時間がとられて
いるようです。
やはり，自分の悩みや生き方等について真剣に話
し合える時間を新たに設ける必要があります。学校
設定教科科目でもよいのですが，「道徳」あるい
は「人生科」のようなものを設けることを真剣に考
えなくてはいけないように思います。
現在，茨城県や，千葉県，東京都，埼玉県などで
は，高校で「道徳」を行っています。最も早くから
取り組んでいる茨城県には，「私」も最初からかか
わらせていただきました。高校一年生に週1時間
「道徳」の授業を行っているのですが（今年度から二
年生にも広げています），生徒たちの8割以上が肯定
的に評価しています。
（9） 数年前に体験した同窓生たちとの出会い
数年前になりますが，嬉しい体験がありました。
高校時代の同級生の片山勝君が長浜市立北中学校の
校長をされており，道徳教育の研究発表会（文部科
学省指定）に招いてくれたのです。その前の年もお
世話になり，がんばっている姿に感激しました。す
ばらしい研究発表会でした。生徒たちが生き生きし
ていました。
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そのとき，教育長や市教委の幹部の方も参会され
ていました。教育長は，北川貢造先生でした。高校
時代の恩師（授業を受けたことはないのですが新任2年
目の先生でした）です。理事の大音寿士先生は，高
校と大学の1年先輩です。高校の同年代の同窓生が，
今ふるさとでリーダーとしてがんばっていると思う
と感慨ひとしおでした。
高校時代は，将来の可能性をもったいろんな人々
と出会います。将来，様々な場で必ず再会します
（一番びっくりした同窓生との出会いは，東京の飲食店で
仲間で懇談していたとき，たまたまとなりのグループの
端に座っていた人と話すことがありました。話していて
彼が同級生だった前川君であることがすぐに分かりまし
た。）。そのとき，楽しい思い出に浸りたいです。そ
のことによって，自らをリフレッシュし，多感であ
った高校時代の気概を取り戻して，また新たな気持
ちで今の仕事に取り組むことができます。
この歳になって気づくのかもしれませんが，高校
時代に友達やいろんな人々と一緒に取り組む体験を
ぜひ充実させてほしいと願います。
7 これからの道徳教育への示唆
乳幼児期から高校生期までの体験と「私」の形成
についてみてきました。そのなかで，道徳性の育成
（人間としての在り方や生き方を支える価値意識の形成）
にとってどのような体験が必要なのかも探ってきま
した。そこから，これからの道徳教育の在り方につ
いて，若干提案してみます。
（1） 道徳教育の新たな役割を自覚しましょう
いま，教育混迷の時代と言われます。とくに科学
技術の驚異的発展に伴い，社会の変化が激しく，従
ってあらゆる面にわたって生活が急激に変化してい
ます。
しかし，子どもたちは生まれたときは，今も昔も
変わりません。もちろん母体からの栄養や胎内環境
の違いから身体的変化はありますが，知識や行動様
式を身につけて生まれてくるわけではありません。
生まれてからの様々な体験を通して社会とかかわり，
それぞれの価値意識を形成していくのです。
社会的適応という側面では，まさにゼロからのス
タートです。回りの環境や生活がめまぐるしく変化
するなかで，子どもたちはうろたえてしまいます。
さらに，頼りになるべき親や保護者が，社会の変化
に翻弄され確たる指導ができない状況になっている
とも言われます。そのような中で，子どもたちの健
全な精神的成長は，願うだけでは実現できません。
何が必要なのか。今こそ真剣に，子どもたちと向
き合うことです。そして，そのことを通して大人自
身が自らと向き合うことです。道徳教育の基本は，
ここにあると言えます。
（2） 道徳教育にどのように取り組めばよいのかを
みんなで考えましょう
道徳教育に完全はありません。さらに終わりもあ
りません。人間としてどう生きるかは，私たちの永
遠の課題です。それはまた，社会の変化によって大
きく左右されていきます。昔であれば，子どもたち
が日常生活を行う中で自然と生き方の基本を学んで
いきました。それは，そのような環境にあったから
です。
外に出ればいろんな人々と出会え，声をかけても
らえる。友達と思いっきり遊ぶことができる。直接
自然にふれたり自分たちで考えたりしながら生活す
ることができる。そういった環境と時間的ゆとり
（ゆったりとしたときの流れ）がありました。
今は違います。意図的に望ましい環境を創ってあ
げないと，子どもたちは社会の変化に押しつぶされ
てしまいます。放っておけば，子どもたちはテレビ
づけになってしまい，ゲームやインターネットには
まり込んでしまいます。そのような状態では，健全
な精神的成長は望めません。豊かな体験について吟
味する意味もそこにあります。
今，教育論争が過熱しています。それは大変よい
ことだと思います。その動きを追いながら（流され
るのではなく），望ましい道徳教育の在り方について，
自分自身を振り返りつつ，考えて欲しいのです。
（3） 道徳の本来的意味
そもそも道徳とは，どのような意味をもっている
のでしょうか。道徳という言葉は日常用語でもあり
ます。漢字の意味から探ってみると，その本質がよ
くわかります。道は，首とシンニョウ（シンニュウ）
から成り立っています。首は頭を表します。シンニ
ョウは足を表します。つまり，道とは，漢字の構造
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からみると，頭を前に出して回りを見つめて，自分
の頭でよく考えながら，自分の足で歩いていくこと，
ととらえられます。そこに道ができます。
徳については，どうでしょうか。徳の右側は，昔
は直，一，心と書きました。つまりまっすぐな心，
そのものの本質を意味します。魚の徳は泳ぐことで
す。鳥の徳は空を飛ぶことです。
では，人間の徳とは何でしょう。人間が他の動物
と著しく異なるのは，高度な精神活動を営むことが
できることです。人間は，多様に感じ，考え，表現
する能力をもっていますが，それらが，よりよいも
のを求めようとする内面的な力とかかわることによ
って高度な精神活動が営まれます。そのよりよいも
のを求めようとする内面的な力こそ，人間の徳であ
ると言えます。それは，人間らしい心であり，道徳
的価値を求める心と言うことができます。
また，徳は，得でもあると言われます。すなわち，
徳は，そのものの本質を意味するだけではなく，そ
の本質を自分のものとして身につけることも含んで
います。
このように道と徳を見ていくと，自ずと道徳の意
味が理解できます。すなわち，二つの言葉を合わせ
れば，人間らしい心（道徳的価値）を求めて，限り
なき道を，しっかり前を見据えて，自ら考え判断し，
自分の足（体）で体験しながら歩み続け，自分らし
く身につけていくこと（自分らしい道を創っていくこ
と），ととらえることができます。
それを，日常生活の中で，どのように追い求める
のか。当然，自分一人で生きるわけではありません。
社会の中で，皆と一緒に生きるのです。その一人一
人が道徳を追い求めています。そして社会にはすで
に社会道徳が存在します。また自分が属する集団に
は独特の集団道徳もあります。それらとかかわりな
がら自らの道徳を追い求め自己を確立していくので
す。学校教育はこのことを応援するものでなければ
いけません。
では，現在，学校における道徳教育はどのように
行われているのでしょうか。
（4） これからの学校における道徳教育のとらえ方
「特別の教科 道徳」を要とした道徳教育の展
開
学校における道徳教育は，現在，文部科学省の言
葉を借りれば，抜本的改善充実が図られています。
平成 27年 3月に，小学校，中学校の教育課程に
「特別の教科 道徳」が設置されました。その目的
や内容を見ることから，学校におけるこれからの道
徳教育について確認できます。
1）教育基本法における道徳教育の理解
人格の基盤が道徳性
日本の教育の基本的な在り方を示しているのが教
育基本法です。そのなかで，教育の目的は「人格の
完成」にあり（第1条），それは，「人格を磨き，豊
かな人生が送れるよう」にすることであり（第3条），
その基盤に道徳性があること（第2条）を示してい
ます。豊かな人生とは，生きがいのある人生であり，
幸せな人生に他なりません。人格の基盤となる道徳
性を育むのが道徳教育であり，その要の役割を果た
すものとして「特別の教科 道徳」が位置付けられ
ています。つまり，学校における道徳教育は，「特
別の教科 道徳」をしっかり行うことによって，道
徳教育を充実させ，子どもたち一人一人が，豊かな
人生，幸せな人生を送っていくことができるように
することなのです。
2）道徳教育の目標
自律的に道徳的実践のできる子どもを育てる
日本の教育課程について規定する学習指導要領で
は，総則において，道徳教育の目標を，「自己の生
き方（人間としての生き方）を考え，主体的な判断の
下に行動し，自立した人間として他者とともにより
よく生きるための基盤となる道徳性を養うことを目
標とする」（カッコ内は中学校）と明記しています。
道徳教育は，まず人間としての自分らしい生き方
について考えられるようになること。そして，人間
としての自分らしい生き方を，具体的な生活や学習
活動などにおいて追究していくことを通して，社会
的に自立した人間となっていくことを求めているの
です。
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3）「特別の教科 道徳」の目標
人生や生活に生きて働く道徳性を育てる
道徳教育の要である「特別の教科 道徳」の目標
は「よりよく生きるための基盤となる道徳性を養う
ため，道徳的諸価値についての理解を基に，自己を
見つめ，物事を（広い視野から）多面的多角的に
考え，自己の生き方（人間としての生き方）について
の考えを深める学習を通して，道徳的な判断力，心
情，実践意欲と態度を育てる」（カッコ内は中学校）
となっています。
道徳教育の要としての役割をはたすために，まず，
「道徳的諸価値について理解」を深めることを求め
ています。それは同時に，道徳的諸価値が人間の特
質を表すことから人間理解を深めることになります。
そのことを基にして，「自己を見つめる」のです。
それは，道徳教育の目標にある「自分の生き方（人
間としての生き方）を考える」基本であるというこ
とになります。
さらに，道徳的諸価値の理解を基に，「物事を（広
い視野から）多面的多角的に考え」ることを求めて
います。それは，道徳教育の目標の「主体的に判断
し行動」するための基本であるととらえられます。
このような3つのことを押さえて，人間としての
自分らしい生き方についての考えを深めていくのが
「特別の教科 道徳」であると言えます。
何のことはない。私たちが自己の価値意識形成を
主体的に行う上で，大切な方法を示してくれている
のです。このような方法を身につけられれば，自己
の価値意識形成史は飛躍的に発展していきます。そ
して，かけがえのない自己の人格形成が高められて
いくととらえられます。そのような学習を行うこと
こそ，学校教育の本質的役割と言えるのではないで
しょうか。
おわりに
道徳教育が大切であることは，だれもが認めます。
しかし，どうすればよいのかがわからないという声
も聞かれます。また，学校の先生方からも，道徳教
育や道徳の授業に対して，価値の押しつけになって
しまう，分かっていることを確認しているに過ぎな
い，どれだけ価値について考えても実践にはつなが
らないなど，様々な批判的意見を聞きます。
そのようなときに，もう一度原点に返って考えて
ほしいという願いのもとに，本稿を書きました。道
徳教育の原点は，自分の考えや行動の基盤になって
いる価値意識を見つめることによって，明らかにな
ります。つまり，自己の価値意識形成史を探ること
により，道徳教育とは何かが実感としてわかってき
ます。
そして，その視点から，本来道徳教育とは何であ
るのかを振り返ります。さらに，現在なされている
道徳教育について，その大本になる法律や学習指導
要領を吟味してみます。それらは，一致してとらえ
られることが大切です。というより一致してとらえ
られなければいけません。私は，現在の学習指導要
領で示す学校における道徳教育や「特別の教科 道
徳」の目標は，そのようなものであると確信します。
そのようなことも本稿を通して実感いただければと
願います。自らの道徳教育（豊かな自己形成）の充
実に少しでも役立てていただけるならば幸いです。
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